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砂原秀樹◎奈良先端技術大学院大学教授
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◎乱丁・落丁はお取替えいたします。
◎広告索引は17ページにあります。

今後の予告（奮闘調査・取材・開発中）

［Web 2.0への道］
（4月17日発売）
インターネットマガジンのWeb 2.0関連の特集とインタビューを再編成した別冊

［INTERNETmagazine Innovation］
（仮称：5月より発行予定）
ICT、TMT関連のプロフェッショナル向けニュースレター

［Web Professional Network］
（仮称：6月より発行予定）
Web 2.0時代のWebビジネス実務者向け、「雑誌＋Web＋？」のクロスメディア

［ワイアレスブロードバンド技術フォーラム］
（仮称：7月より発行予定）
ブロードバンドネットワーク技術者向けのクロスメディア

・・・ご期待ください！

136ヶ月、約169,000ファイル。制作に係わった
数多くのスタッフの皆様ありがとうございました。
私的にはFTPの感動とネットワーク的デザイン
ワークフローの構築から始まった「激動のインタ
ーネット」との136+1ヶ月でした。そーいえば、編
集部もいろいろと激動しましたなぁ・・・、あ、後
ろのほうでNさんが沢山書いてくれているので文
字数が。さて最後ですが、インターネットがなけ
れば、、、我が家に今の犬がくることはなかったで
しょう。（^ ^ ; okada@pagefield.jp
マガジン編集部に異動してからの2年間はまさに
怒濤の日々。出会ったすべての物事、そして人達
に感謝。 [aoyama]
20世紀の話で恐縮ですが、ダイヤルアップで苦
労しながらCUseeMe大会に参加してくれた皆さ
んに御礼を言いたいです。 [nisikido]
10月号から参加した編集部。一番のお気に入り
はやはり検索特集。今では自宅のブックマーク
は検索でいっぱいです。 [ikeda-ma]
ありがとうございました。これからもよろしくお願
いします。 [nakazato]
数度に及ぶ編集長交代やリニューアルを経たお
かげですっかり肝が太くなりました。大変なこと
もありましたが、なかなか面白い経験もできまし
たよ。木場公園のマンホール開けたりとか。

[harada-m]
まもなく、インターネットマガジン最終号の校了

を迎えようとしています。創刊からこの号まで（途
中4年ほど抜けていますが）インターネットマガ
ジンに携わることができたのはなんと幸せなこ
とだったでしょう。自分にとって、これほどまでに
エキサイティングな体験は今後もないかもしれま
せん。インターネットという新しい技術に触れる
こと、そしてメディアを仕事とする人間として新し
い雑誌の創刊に参加すること、その両方を一度
に体験できたのですから。しかも恵まれたこと
に、多くの読者の方々から絶大なご支持をいた
だき、共に成長できたことは自分にとっての最大
の財産となりました。思い返せば13年前、深夜、
誰もいない半蔵門のオフィスに一人残り、自分の
PCにプロトコルスタックとMosaicをインストー
ルして動いたときの感動はいまでも覚えていま
す。そのときの感動をこれからも忘れずに、新し
いメディアで新しいデジタルテクノロジーを紹介
していきたいと思っています。イノベーションは
まだまだ続きます。そしてその影響はさらに大き
くなることは間違いありません。 [nakajima]
エネルギーを蓄えながら全力疾走し、止まって
みると意外に高い山にいることに気づいた。視
界が拓け、新しい可能性がたくさん見えてきた。
まるで、新しく出発しようとしているインターネッ
ト・マガジンの世界のようだ。 [mihashi]
次は、「雑誌」というメディアの未来系を創ってい
きたいと、密かに思っています。 [iseri]
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